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に働らく反撲的相互作用の機構として，交換相互作用による反撲力の機構を提案し， W (1 00) 面上の
水素原子に関する計算を行い，従来明らかにされていなかった金属の (100) 面に出現する特徴的な吸
着構造の形成機構が交換反撲相互作用によって説明可能なことを述べている。
第 4 章では，吸着原子聞の相互作用が吸着原子の電子状態に及ぼす効果について解析し， さらに，




















子化の方法を提案し， W (1 00) 面上の吸着本素系を解析したO 計算の結果，この系は常似性的な吸着
状態以外に強磁性状態をとり得ることが示された。
超俗子構造をとる吸着層の電子状態は興味ある問題であるが未だ殆んど研究されていない。著者は
グリーン関数法をこの問題に適用し，若干の系に対して表面グリーン関数を解析的に与え得る計算方
法を工夫した，いちじるしい結果は規則構造をもっ吸着層には下地との相互作!日の無い非結合型の電
子準位が存在することである。またいくつかのモデル計算により吸着構造は吸者層の電イ・状態に極め
て大きな影響を及ぼすことを示している。
以上のように本論文は吸着層の電子状態に対し，これを具体的に計算する方法を示すと共に，いく
つかの新らしい知見を与えている。これらは電{.工学:())中心課題の一つである表面，界面の電子現象
の解H)J に重要な手がかりを与えるもので電千工学の発展に寄与するところ大である。よって本論文は
博士1論文として価値あるものと認める。
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